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１．概要（Summary ）目的・用途・実施内容 

フェムト秒レーザーを透明体試料内部に集光すると

局所的にプラズマ化しボイドができる。その特異な急

加熱急冷過程により、ボイド周辺には母相とは異なる

構造が残存することがある。本研究では SPring-8 

BL22XU を用いた X 線回折実験を行い、フェムト秒レ

ーザー照射によるシリカガラス内部の中距離構造分布

変化について診断した。その結果、常温常圧状態のシリ

カガラスの主構造である 6 員環構造が 3 員環、4 員環

構造に変化していることを示唆する結果を得た。 

 

２．実験（目的,方法）（Experimental） 

フェムト秒レーザー照射によるシリカガラス内部に

凍結された中距離構造分布変化についての構造を明ら

かにするため、 SPring-8のビームライン BL22XUにお

いて X 線回折実験（XRD）を行った。X 線光子エネルギ

ーは十分な透過能をもつ 30 keVとした。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

レーザーエネルギー 2 µJ/pulse の条件で集光した

SiO2 試料から得られた XRD パターンを観測した。そ

の結果フェムト秒レーザーのエネルギーが大きいほど

3 員環構造が多いことが示唆されており、微小爆発での

発生圧力が高かったこと、急冷によりその圧力状態を

凍結できていることを示唆していた。フェムト秒レー

ザー内部集光での高速圧縮・急冷により高密度状態の

凍結が実現できている可能性が示された。 
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